
令 和 ８ 年 ７ 月 ８ 日 

大臣官房官庁営繕部整備課 

 

木造官庁施設の設計時に参考となる「木造ディテール参考図」を作成 

～官庁施設における木材利用を推進します～ 

国土交通省は、木造官庁施設の設計の効率化を図るとともに、品質及び性能を確保する

ことを目的として、設計時に参考となる資料「木造ディテール参考図」を作成しました。 

 

１．背景 

令和３年に改正された都市(まち)の木造化推進法の基本方針により、国が整備する公共建築
物は原則木造化を図るものとされ、木材利用をより一層促進していくことが求められています。 
官庁営繕部では、官庁施設の効率的な木造化と適切な整備水準を確保するために、既存の木

造建築物のディテールに関する資料（詳細図、仕様書等）を収集・整理し、木造官庁施設に採
用することができる仕様・納まりについて検討を行いました。 
その検討の成果として、耐久性、断熱性、防耐火性、音環境など官庁施設に求められる性能

の確保に配慮した詳細図の例を、「木造ディテール参考図」（以下、参考図）として取りまとめ
ました。 

 
２． 参考図の構成 
(１) 屋根・軒裏      
(２) 外壁         
(３) 外部建具       
(４) 屋内の中間階床・天井 
(５) 間仕切壁       
 

３．参考図の概要 

・ 庁舎を構成する主な部位について、複数の仕様の参考図を掲載。 

・ 部材同士が取り合う箇所など、木造建築物の性能確保の観点から特に重要である範囲につ

いて参考図を掲載。 

・ 設計者が実施設計図書に特記する、部材の種類・規格、寸法等の一例を参考として記載。 

・ 参考図で表現している寸法及び納まりに関して、性能確保の考え方を、参考図のポイント

として記載。 

 

■ ｢木造ディテール参考図｣は、次の国土交通省ホームページをご参照ください。 

https://www.mlit.go.jp/gobuild/gutai_torikumi.html 
 

＜問い合わせ先＞  

大臣官房 官庁営繕部 整備課 木材利用推進室 下野、戸邉 

代表：03-5253-8111（内線 23663、23474）、直通：03-5253-8949 



木造ディテール参考図について（概要）

■整備した木造ディテール参考図の概要 ■事例の収集、検証

■有識者等へのヒアリング

▼参考図の目録（概要） 木造建築物の詳細図を収集し、よく使わ

れてる部分について、性能確保の観点

から留意すべき事項等を抽出。

⚫ 対象部位・仕様の選定

木造建築物で特に留意が必要な以下に

関する部位を選定し作図。

▼対象とする建築物

部材同士が取り合う部分等の、性能確保の観点
から特に重要と考えられる範囲の参考図を掲載

▼参考図の例 （屋根・軒裏）

参考図の仕様等を示すとともに、参考図で表現している
寸法及び納まりに関して、性能確保の考え方を説明

⚫ 抽出した留意事項の整理

構造・構法

構造材料

耐火建築物等の要件

⚫ 有識者、関係団体等からの

意見収集（ヒアリング、意見照会）

部位 仕様等
屋根・軒裏 金属板葺/粘土瓦葺, 屋根断熱/天井断熱

外壁 サイディング/木板張り, 充填断熱/外張断熱

外部建具 アルミ製サッシ（半外付/外付/ビル用）、鋼製ドア, 充填/外張断熱（壁）

床・天井 遮音措置なし/遮音措置あり（中/高）

間仕切り壁 遮音措置なし/遮音措置あり（中/高）

有識者へのヒアリング、 設計者・施工

者団体等への意見照会を実施し、納ま

り、表記方法等に関する意見を反映。

⚫ 検討会の設置

木造建築物の防耐火、構造、施工、音

環境を専門とする有識者により構成さ

れる検討会を開催し、掲載する対象部

位や留意事項等について検討。

〇通気の確保
〇防湿・気密、防水・止水の措置
○雨水・侵入水の排水
○断熱層の連続
〇外部に使用する木部材等の保護
○防火への配慮
〇遮音、振動伝搬の抑制 等

性能確保にかかる留意事項を整理し、

配慮した納まり・寸法を参考図に表現。

設計者が設計図書作成の
上で特記する事項を記載

： 木造・軸組構法

： 製材、集成材（中小断面）

： 耐火建築物、準耐火建築物等に
該当しないその他の建築物

： 庁舎
： 比較的温暖な地域

用途 
気候区分

別紙
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